
 

十
一
月
十
九
日(

水)

、
二
十
日 

(

木)

に
第
三
回
定
期
テ
ス
ト
を
実 

施
し
ま
し
た
。(

※
三
年
生
の
み
十 

八
日
に
音
楽
・
技
家
を
実
施)

初
日 

は
理
・
英
・
数
、
二
日
目
は
国
・ 

社
を
実
施
し
ま
し
た
。
登
校
時
に 

生
徒
に
声
を
か
け
る
と
「
勉
強
い 

っ
ぱ
い
や
っ
た
か
ら
ば
っ
ち
り
で 

す
！
」
や
「
寝
て
し
ま
っ
て
勉
強 

し
て
な
い
。
ヤ
バ
イ
」
な
ど
、
様 

々
な
声
が
聞
こ
え
ま
し
た
。
テ
ス 

ト
終
了
後
に
は
「
や
っ
と
終
わ
っ 

た
～
」
や
「
部
活
に
行
け
る
～
」 

「
遊
べ
る
～
」
な
ど
安
堵
の
声
が 

聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
生
徒
の
皆 

さ
ん
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
！ 

 
ワ
ク
ワ
ク
を
イ
ラ
ス
ト
で
見
事
に
表
現
！ 

～
修
学
旅
行
の
し
お
り
イ
ラ
ス
ト
コ
ン
ク
ー
ル
～ 

 

美
術
の
時
間
に
取
り
組
ん
で
い 

た
修
学
旅
行
の
し
お
り
イ
ラ
ス
ト 

コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
玉
城
莉 

々
佳
さ
ん
の
作
品
が
見
事
、
金
賞 

に
輝
き
、
そ
の
表
紙
に
な
る
こ
と 

が
決
定
し
ま
し
た
！
他
の
受
賞
作 

品
も
挿
絵
等
で
使
用
す
る
そ
う
で 

す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

学
習
の
成
果
を
出
す
た
め
に
全
集
中
！ 

～
第
三
回
定
期
テ
ス
ト
～ 

 
 

言葉の魔力 
「先生は私のことを認め、褒めてくれた…本当

にありがとう。」以前紹介した教え子からもらっ
た言葉だ。この言葉は今でも私にとって、教職員
を意欲的に続けていく大きな原動力になってい
る。これとは逆に「だまれ、ウザイ、キモイ、〇
ね！」など、以前、生徒から投げられた心無い言
葉は、その当時の私を傷つけ、今でも私の心をざ
わつかせる。 
一方で「言霊」という言葉がある。その意味は

「言葉には不思議な力が宿っており、発した言葉
通りの結果を引き起こす力がある」とする考え方
だ。つまり、ポジティブな言葉はポジティブな結
果を生み、ネガティブな言葉はネガティブな結果
を生む、ということらしい。 

また、生徒の皆さんが良く知っている「ふわふ
わ言葉」と「ちくちく言葉」という言葉もある。
「ふわふわ言葉」は「相手を温かく幸せな気持ち
にする優しい言葉」で「ちくちく言葉」は「相手
の心を傷つけ、嫌な気持ちにさせる言葉」である。 

これらのことから、私たちが日常生活で当たり
前に使っている「言葉」は、使い方次第で、周囲
の人々に元気や勇気を与え、逆に周囲の人々を傷
つけ、嫌な思いをさせる場合があるのだ。 

著名人の斉藤茂太さんが「言葉は薬にもなれ
ば、凶器にもなる」との名言を残している。人は
ちょっとした言葉で救われたり、何気ない一言で
傷ついたりする。言葉の影響力は本当に大きい。 

これらのことから、私たち教職員はもちろん、
生徒の皆さんも言葉の影響力の大きさを理解し
た上で、周りが元気になり、明るく前向きになる
ような言葉を意識的に発していきませんか。 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言㉗ 

 


